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Ⅰ 研究目的

聾学校におけるコミュニケーション指導は、一人一人の障害の特性や発達段階に応じたコミュニ

ケーション手段を獲得し、場面や相手に応じたコミュニケーション手段の活用をとおして、円滑な

意思の疎通を図り、豊かな人間関係を築くことが求められている。特にも、小学部の自立活動にお

いては、児童が、他者と積極的にかかわることにより、自らがもっているコミュニケーション手段

を確かなものにしていく必要がある。

しかし、児童の実態を見ると、相手にかかわろうとするものの、うまくかかわることができなか

ったり、場面の状況に応じた行動をとるのが難しかったりすることが多い。これは、聴覚障害に基

づく、言語の受容と表出の困難さとともに、生活経験の少なさとあいまって場面の状況を把握する

ことに困難さがあるためと考えられる。また、教師による、実際の生活場面における状況を把握さ

せることや理解を促すための具体的な指導の手だてや工夫が十分に行われてこなかったためと思わ

れる。

このような状況を改善するためには、身近な生活の中におけるコミュニケーション場面を取り上

げ、相手や与えられた役割に応じた適切なコミュニケーションを繰り返し行うことで、場面の状況

の流れをつかみ、生活の中で、自らがもっているコミュニケーション手段を、場面や相手に応じて

活用できるように指導をする必要がある。

そこで、この研究は、聾学校小学部の児童に対して、場面の状況の把握を促すロール・プレイン

グを取り入れた指導をとおして、コミュニケーション能力を育てる指導を明らかにし、自立活動の

指導の充実に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究仮説

聾学校小学部の自立活動の時間において、以下のことを取り入れたロール・プレイングの指導を

繰り返し行えば、児童のコミュニケーション能力を育てることができるであろう。

１ 役割や状況が分かりやすい場面設定

２ 場面の状況や流れ・役割が分かりやすいカード

３ 学習内容を振り返りやすいシート

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 研究の内容と方法

(1) 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導に関する基本構想の

立案（文献法）

聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導についての基本的な

考え方をまとめ、場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導についての基

本構想を立案する。

(2) 基本構想に基づく実態調査及び調査結果の分析と考察（観察法、面接法）

基本構想に基づき、調査対象となる児童の実態調査を行い、その調査結果の分析と考察から

手だての試案作成に必要な資料を得る。

(3) 基本構想に基づく手だての試案の作成（文献法）

基本構想及び実態調査の結果とその考察に基づき、場面の状況の把握を促すロール・プレイ

ングを取り入れた指導についての手だての試案を作成する。



- 2 -

(4) 授業実践及び実践結果の分析と考察（授業実践、質問紙法、観察法）

手だての試案に基づいて授業実践を行うとともに、検証計画に基づいて実践結果の分析と考

察を行う。

(5) 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導に関する研究のまと

め

聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導についてまとめる。

２ 授業実践の対象

岩手県立盛岡聾学校 小学部 第４学年（男子１名）

第６学年（男子１名）

第６学年 特別学級（女子１名） 計３名

Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導に関する基本構想

(1) 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導の基本的な考え方

ア 聴覚障害児におけるコミュニケーション

一般的にコミュニケーションとは、「二者間以上の相互作用とし、言語や動作などを媒介

として自分の考えや思いを表現し、相手の考えや思いを理解する過程｣(新教育学辞典, 1990）

とされている。聴覚障害児におけるコミュニケーションについても「聴覚障害児教育の手引

き」(文部省, 1995）によると、実際に行われているコミュニケーションの過程は、健聴者

と同じであると考えられている。

里見（2005）は、「ことばあるいは他の様々な手段による人間相互の交流と理解のプロセ

スである。それは、話し手と聞き手の間に交わされる伝達のプロセスを含むものである」と

コミュニケーションを定義している。

日常生活の会話では、一般的に伝達手段としてことばが用いられている。ことばには意味

があり、ことばがどのような状況や文脈で使われたかによってその意味するものが異なって

くる。おやつ場面でこどもがリンゴを指さし「りんご」と言ったときには、「ちょうだい」

「食べたい」という意図を含み、木にリンゴがなっているのを指さし「りんご」と言ったと

きには、「あったよ」という意図を含む。このように場面の状況、文脈、話者の意図を理解

しながら、日常の会話が行われている。

特にも、聴覚障害児は、障害があることにより音声による言語の受容・表出に困難さが見

られることから、コミュニケーションにおいては、相手からのことばだけでなく、身振りや

表情、周りの状況と結びつけて相手の話を理解することが必要である。そして、場面の状況

に合わせた内容を相手に伝わるように表現することが大切である。

しかし、本校児童の実態を見ると、一方的に話をするだけで相手の話を聞こうとせず、会

話の流れと関連性のないことを話したり、相手の立場を考えずに、不適切な言動をしてしま

ったりする態度が見られる。そのため、周囲と適切な関係を築くことができず、コミュニケ

ーションの意欲の低下を招いてしまうなど、コミュニケーション全般において課題を抱えて

いる場合が多い。

イ 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション指導

「盲学校、聾学校及び養護学校学習指導要領解説－自立活動編－」によると、コミュニケ
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ーションに関する内容について「場や相手に応じて、コミュニケーションを円滑に行うこと

ができるようにする」と定めている。また、聴覚に障害がある場合についての配慮事項を見

ると、聾学校の自立活動においては、コミュニケーション能力を育てる指導が大切であると

されている。

本校小学部の自立活動では、コミュニケーション手段を確かなものにすることをねらいと

し、小学部で獲得したコミュニケーション手段を中学部、高等部で様々な場面でより実践的

に活用することにより、社会的自立に向けた指導へと発展させている。

したがって、小学部においては、障害の特性や発達段階に応じ、児童の「伝えたい」「分

かりたい」という気持ちを育てながら、言語の受容と表出、言語形成と活用、コミュニケー

ション手段の選択と活用に関する指導を中心に行っている。

また、具体的な指導内容は、音の弁別などの聴覚活用指導や明瞭な発音などの発音・発語

指導と文法や語いの拡充を図る言語指導などであり、発達段階に応じて個別の指導を行って

いる。これらの指導によって、児童は、指文字や手話や文字、聴覚口話など各児童の実態に

合ったコミュニケーション手段を習得している。

しかし、児童の日常生活の様子を見ると、相手の話を注視して聞こうとしなかったり、相

手の話が分からなくても質問して確認しなかったりする。その結果、会話の内容や、文脈、

話者の意図を把握することができず、どのように対応すれば良いのか分からない状況が多く

見られる。

これは、児童の生活経験や場面や相手に応じた会話をする経験が少ないことと、自立活動

において、発音指導や言語指導など言語の受容・表出にかかわるスキル指導が多く、場面の

状況の把握を念頭に置いたことばの使い方や、相手の話を聞こうとするマナーや態度の指導

が十分でなかったためと思われる。

聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション指導は、言語の受容・表出にかかわ

るスキル指導だけでなく、聞くときや話すときの態度面での指導が大切である。そのために

は、児童の経験に基づき、身近な生活場面を設定し、児童が、場面や相手に応じた適切なコ

ミュニケーションを模擬的に行うことで、体験的に聞くことや話す態度を身に付けていくこ

とが必要である。

ウ 本研究で育てたいコミュニケーション能力

本研究で育てたいコミュニケーション能力とは、「日常生活場面の会話における聞くとき

や話すときの態度」である。

本校の児童は、相手を最後まで注視して、話を聞こうとする態度が育っていないため、相

手の話が分からない時

は、相手に質問したり、

聞き返したりすることが

少なく、場面の状況や文

脈、話者の意図を確認し

ないことが多い。また、

話者に直接意図を確認す

るのではなく、身近にい

る教師や親に意図を確認

構成要素 内 容

傾 聴 話者を注視し、最後まで話を聞く

再質問 話者の話が聞き取れないとき、または、話の内容が分

からないときは、質問する

マナー 話者が話しているときは、話を中断しないで最後まで

聞いてから話す、状況に合った話をする

伝 達 担任や身近な人を介して話者の意図を確認するのでは

なく、話者に直接話して意図を確認する

【表１】コミュニケーション能力における態度を構成する要素
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し頼ろうとする。

これらのことから、本研究のコミュニケーション能力における態度を構成する要素を「傾

聴」「再質問」「マナー」「伝達」とし、その内容を前ページ【表１】のようにとらえた。

この四つの構成要素を意識した指導を行うことにより、場面の状況を把握しながら、適切

なコミュニケーションができ、周囲との円滑な関係を築くことにつながっていくものと思わ

れる。

本研究で目指すコミュニケーション能力が育まれた児童の姿を「四つの態度を意識して場

面や相手に応じて主体的に適切なコミュニケーションができる児童」ととらえる。

(2) 場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導を行うことの意義

ア 本研究におけるロール・プレイング

ロール・プレイングとは、一般的に、「役割を自発的、創造的に演じる役割演技法」（新

教育心理学辞典，1979)であるが、本研究における「ロール・プレイング」とは、身近な生

活の中におけるコミュニケーション場面を取り出し、児童がその役割を予め作成されたシナ

リオに沿って、「傾聴」「再質問」「マナー」「伝達」を体験的に習得させる方法ととらえる。

イ 場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の意義

ロール・プレイングを指導に取り入れる利点は、次のとおりである。

・児童が、不適切な言動をとっても、それを修正しながら繰り返し行うことができること

・見通しをもつことで、落ち着いて聞き方や話し方を学習できること

・役割を交代することによって、相手の立場で話したり、聞いたりすることができ、自分

の聞くときや話すときの態度の課題に気付くことができること

・ロール・プレイング後に、自分の行動を客観的に振り返ることができること

ロール・プレイングを繰り返すことにより、場面の状況を適切に読み取ることができるよ

うになり、聞くときや話すときの態度が身に付き実生活場面においても自信をもってコミュ

ニケーション手段を活用できるようになると考える。

以上のことから、本研究で取り組むロール・プレイングを「場面の状況の把握を促すロー

ル・プレイング」と呼ぶこととし、このロール・プレイングを指導に取り入れることで児童

のコミュニケーション能力を高めることにつながることと考える。

(3) 場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の展開

ア 場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の手だての工夫

(ｱ) 場面設定の工夫

場面の状況の把握を促すロール・プレイングを行う際には、身近な生活の中から場面を

取り出す必要があり、初めは、児童がロール・プレイングをしやすいように興味・関心を

もって取り組める場面を設定する必要がある。また、同じ場面だけではなく、幾つかの場

面を取り出すことで、どんな場面においても状況を把握し、聞くときや話すときの態度が

身に付いていくものと考える。

(ｲ) シナリオカード

児童が、場面や自分の役割、セリフを予め把握し、スムーズにロール・プレイングをす

るためにシナリオカードが必要と考える。聴覚に障害のある児童にとって、指導者のこと

ばだけの説明だけでなく、視覚的なシナリオカードを活用することは効果的と思われる。
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(ｳ) 振り返りシート

ロール・プレイングの中で取り上げた四つの態度について事後に自己評価をするために

振り返りシートが必要と考える。四つの態度について自己評価をすることで、よかった点

や改善すべき点を把握でき、次回のロール・プレイングのめあての設定に生かすことがで

きる。

イ 場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の展開の工夫

本研究では、ロール・プレイングを取り入れた指導を行うに当たり、次のように授業展開

を工夫することとする。

導入部分においては、

振り返りシートを活用

し、四つの態度のめあ

てを記入させ、共通理

解することで、意欲的

に取り組めるようにす

る。

展開部分については、

「つかむ」「分かる」「活

用する」の３段階とし、

「つかむ」段階では、

シナリオカードを活用

し、取り出したコミュ

ニケーション場面の役

割や流れに沿ったセリ

フを知ることで場面設

定や役割を理解できる

ようにする。

「分かる」段階では、

自分の役割や相手の役

割を決めて、シナリオ

カードを活用しながら、

役割に応じたロール・

プレイングや役割を交

代しロール・プレイン

グをすることで、四つ

の態度を経験し、取り

出した場面の流れが分かるようにする。

「活用する」段階では、基本のシナリオだけでなく、児童同士、教師と児童、教師と一緒

にロール・プレイングをするなど、意図的にシナリオを活用しロール・プレイングをするこ

とで、身に付けさせたい態度を焦点化し経験できるようにする。

終末部分においては、振り返りシートを活用して活動の振り返りを行い、振り返りシート

【図１】聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育

てる指導に関する基本構想図
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に記入した自己評価を基に感想発表を行い、定着化につなげるようにする。

このように、ロール・プレイングを取り入れた指導を行うにあたっては、前述の手だてが

効果的に活用されるよう展開の工夫をすることが必要である。

(4) 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導に関する基本構想図

これまで、述べてきたことを基に前ページ【図１】に示すように基本構想図を作成した。

２ 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力についての実態調査及び調査結果の

分析と考察

(1) 実態調査の目的

聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導に必要な資料を得る。

(2) 実態調査の方法

本研究の対象児であるＡ児、Ｂ児、Ｃ児の担任と自立活動担当教職員に対する聞き取り調査

を行った。

(3) 調査結果の分析と考察

調査結果の分析と考察は【表２】に示すとおりである。

【表２】聞き取り調査の結果及び分析と考察

調査項目 Ａ児（小４） Ｂ児（小６） 　　Ｃ児（小６、特別学級）

障

害

の

状

況

調査結果 ・感音性難聴、高度難聴

・補聴器の自己管理はほぼでき発語も明

瞭である

・感音性難聴、高度難聴

・補聴器の自己管理はほぼできるが装用

が遅れたため、１音ずつ区切って話す

・感音性難聴、高度難聴、知的障害

・補聴器の自己管理が難しくスイッチを

切っていることが多い

そ 主
の な
活 コ
用 ミ
の ュ
様 ニ
子 ケ
　　｜

シ
ョ
ン
手
段
と

調査結果 ・主なコミュニケーション手段は聴覚口

話である。手話や指文字用いて話すこ

ともある

・学年相応の語い数をもっていないが、

自分のもっていることばで意欲的に話

す

・主なコミュニケーション手段は聴覚口

話である。手話や指文字を用いて話す

こともある

・語い数はかなり少なく、２～３語文で

話すことが多い

・主なコミュニケーション手段は聴覚口

話である。指文字と併せて話すことが

多い

・語い数は少なく、助詞抜きで話し、発

声のみの時もある

分析と考察 ・主なコミュニケーション手段は聴覚口話と共通しており、三人とも指文字や手話をある程度用いて話すことが可能である

・語い数やことばの理解や表出には差が見られることが分かった。発達段階を踏まえ、どの児童も共通した経験のある場面を取

り出し、興味・関心を引くような手だてが必要である

また、発達段階を踏まえ、児童が分かりやすいことばを用いたり、１文が長くならないシナリオを作成する必要がある

小
学
部
集
会
場
面
で
の
児
童
の
様
子

聞き方、話し方

の様子について

の調査結果

・よそ見が見られるが、相手の話をうなずき

ながら聞く

・話を聞いているときは、「分かりません」

と言ったり、表情で表したりする

・集会のT1が、会の内容を説明しているとき

指名されていないのに突然話したり、友達

が話しているにもかかわらず割り込んで話

す

・友達が失敗すると、担任を介してそのこと

を言おうとする

・よそ見が見られるが、T1の方に体を向けて

聞いている

・T1の説明終了後、すぐ行動に移せない。友

達の行動を真似して間違う

・話が分からないと担任を探し、困った表情

をする。担任にT1 に聞きにいくよう促され

る

・友達が質問すると真似て挙手をし、指名さ

れて前にでるが何も話せない。また、質問

しても友達の答えを聞かずに、自分の席に

戻ろうとし、T1に注意される

・周囲が気になって、窓や廊下の方を見る

・T1の話を最後まで聞かないで話したり、他 

  の友達が話しているのを邪魔したりする

・状況に合わない声を発したり、早口で話し

たりして 話し方を注意される

・周囲の友達の行動を真似して、間違いを担

任に訂正される

分析と考察 ・話をよく聞いている児童もいるが、間違った行動をとることから、話をよく聞いていない児童がいることが分かった。相手をよく見て、よく

聞く「傾聴」する態度を身に付ける指導が必要である。また、ことばだけの指示では、聞き取りが難しいため視覚的な手だてが必要である

・「分かりません」ということばを習得しているが、表情でしか表すことができず、担任に促されてから質問することが分かった。このことか

ら、どんなときに「再質問」するのかを具体的に指導する必要がある

・T1や友達が話をしているにもかかわらず、自分が思いつくと割り込んで話す。また、友達の真似をして話したり、話を最後まで聞かないで話

したりする。状況に合わない話や声を上げることが分かった。このことから、話を最後まで聞いてから話すなどの「マナー」とは何かを具体

的に指導する必要がある。また、Ｃ児には、教師の支援が必要である

・担任が児童の近くにいると、担任に表情で訴え、促されてからT1に聞きにいくことが分かった。担任を頼らずに自分で「伝達」することがで

きるようにすることが必要である
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３ 場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の手だての試案

(1) 場面設定の工夫

四つの態度を身に付けさせるために、ロール・プレイング場面の設定に、場面を選定するた

めの観点と場面を配列するための観点が必要である。

＜場面を選定するための観点＞

① 興味・関心をもって取り組める場面を設定すること

② 児童が経験したことのある場面を設定すること

③ 役割が明確である場面を設定すること

＜場面を配列するための観点＞

① 興味・関心を持続して取り組め、具体的操作を伴うコミュニケーションからことばを

中心としたコミュニケーションになるように配列すること

② 話し手と聞き手が一対一から複数での広がりのあるコミュニケーションになるように

配列すること

③ 経験する回数があまり多くない行事的な場面から日常的に頻繁に経験する場面になる

ように配列すること

この二つの観点から、本研究では、三つの場面を選定し、授業の展開を工夫してロール・

プレイングをすることで、児童のコミュニケーション能力が高まっていくと考えた。

(2) シナリオカード

シナリオカードは、【図２】で示すように、場の背景と登場人物の

写真カード及び役割毎のセリフが書いてある、数枚の状況別カードで

構成されたものである。四つの態度を身に付けさせるため、授業の展

開を工夫する。

シナリオカードを活用した具体的な指導手順及び留意点は次のとお

りである。

① ロール・プレイングをする前、展開部分のつかむ段階で、それ

ぞれの役割のセリフを一斉に読むことでセリフを意識させる。

② 展開部分の分かる、活用する段階で、児童が困

ったときにすぐ見ることができるようにする。

③ 初めに取り出した場面で使うシナリオカードは、

児童が分かりやすいことばでセリフを構成し、カ

ードの提示の仕方を工夫する。

④ 次第にシナリカードのセリフの提示を減らすこ

とで、自発的なコミュニケーションができるよう

にする。

(3) 振り返りシート

振り返りシートは、【図３】に示すように、四つの態

度である「傾聴」｢再質問」「マナー」「伝達」の項目毎

に評価の規準を示し、児童が評価しやすいようにした。

四つの態度の項目を児童に分かりやすいことばで置き

換え、評価の規準も児童の発達段階に応じて表現を工

【図２】シナリオカード

【図３】振り返りシート



次 時 学 習 活 動 指導上の留意点

・四つの態度の適切なモデ

ルと不適切なモデルを提

1 1 示し、興味・関心を高め

るようにする

・セリフが分からないとき

は、シナリオカードを見

るよう声がけをする

2 ・教師も児童と一緒にロー

ル・プレイングをするよ

うにする

・セリフや動きが分からな

いときは、シナリオカー

ドを見ることを確認する

2 3 ・教師が不適切なモデルを

演示するのを見るように

する

・四つの態度のどれかがで

きなかった場合、児童に

4 どの態度ができなかった

かを気付くようにする

・児童同士でロール・プレ

イングをするようにする

・四つの態度を日常生活に

3 5 おいても実行できるよう

今までの頑張りを賞賛す

る
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夫した。授業の導入、終末部分に振り返りシートを毎回活用し、授業の展開を工夫することで、

四つの態度の意識付けになり、定着につながると考える。

(4) 場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の手だての試案

聾学校小学部の自立活動において、場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れ

た指導の手だての試案を【図４】のように作成した。５時間を３次にまとめ、１単位時間につ

き一つの場面を設定し、授業の展開を工夫してロール・プレイングをすることとした。

【図４】場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の手だての試案

(5) 検証計画

聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導の手だての試案の有

効性について、次ページ【表３】の検証計画に基づいて検証する。

検証に当たっては、四つの態度のチェックリストによる事前・事後の教師による対象児童の

観察、ビデオと教師の記録による対象児童の学習過程における活動の分析・考察を行う。また、

事後に教員を対象に実施するアンケートを基にコミュニケーション能力の育成状況を総合的に

分析・考察を行う。なお、四つの態度のチェックリストは次ページ【表４】のとおりである。

興

味

・

関

心

経

験

が

あ

る

役

割

が

明

確

な

場

面

振り返りシートの活用

場面設定の工夫

シナリオカードの活用

興味・関心が
もて、具体的
操 作 を 伴 っ
た、話し手と
聞き手が一対
一の場面

興味・関心
を持続しな
がら、複数
の人とのか
かわりが増
える場面

日常生活で
経験回数が
多く、こと
ばを中心と
した場面

・展開部分で役割毎
のセリフを全て提
示する

・分かりやすいことば
を使う

・展開部分で役割毎
のセリフを提示を
減らす

・役割毎にカードを
色分けし提示する

・セリフを長くする
・展開部分でセリフ

の提示を減らし、
自分で話すように
する

導入部分に四つの態
度のめあてをもち、
終末部分に、四つの
態度を振り返る

これまでの振り返
りシートをまとめ、
感想を発表する

・単元全体を振り返り、まとめる

・二通りのモデルを見て、違いを話す

・違いから四つの態度に気付く



個 人 目 標

Ａ
児

＜傾 聴＞話者を意識して、最後まで見て話を聞くことができる
＜再質問＞「分かりません、もう1回お願いします」とことばで確実に再質問することができる
＜マナー＞話者の話を最後まで聞いてから話そうとする
＜伝 達＞自分から伝えることの大切さが分かる

Ｂ
児

＜傾 聴＞話者をよく見て、話を聞こうとする
＜再質問＞「分かりません、もう１回お願いします」とことばで再質問しようとする
＜マナー＞声がけでルールを守って話すことができる。話を最後まで聞いてから話そうとする
＜伝 達＞簡単な声がけや支援で、自分から話すことができる

Ｃ
児

＜傾 聴＞声がけや支援により、話者をよく見て、話を聞くことができる
＜再質問＞声がけすることにより、「もう１回お願いします」とゆっくり話すことができる
＜マナー＞声がけや支援により、話を最後まで聞いてから話そうとする
＜伝 達＞簡単な声がけや支援で自分から話すことができる

検証項目 チェック項目 評価規準

傾 聴

話者の方に体を向けて話を聞く 四つの段階にて評価する

A 自らできる

B 促されてできる

C 教師の支援が
あればできる

D 支援があっても
難しい

話者の表情を見る
話者の口元を見る
話者が話し終わるまで注視する
話者を見てうなずきながら聞く

再質問

話者の話が聞き取れないときは表情で表す
話者の話が聞き取れないときはことばで聞き返す
話者の話の意味が分からないときは表情で表す

話者の話の意味が分からないときはことばで再質問する

マナー

話を最後まで聞いてから話す
質問を最後まで聞いてから応答する
その時の状況に合った話をする
質問の内容に合った応答をする
話者が違うことを話したら訂正する
話者が分かるように言い直しする
話者が分かるまで繰り返して話す
話者に合ったことば遣いで話す

伝 達
話を聞き取れないときは話者に直接聞き返す

話の意味が分からないときは話者に直接たずねる

検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法

コミュニ
ケーショ
ン能力の
育成状況

・傾 聴

・再質問

・マナー

・伝 達

○観察法

・評価の段階におけるチェックリストによる評価

・児童の学習過程における活動の様子の観察

・児童の感想、振り返りシートへの記述の分析

・事前・事後、チェックリストによる観察を行
い分析し考察する

・授業実践時のビデオと教師の記録内容を分析
し考察する

・児童の感想や記述を基に分析し考察する

○質問紙法
・授業実践後実施するアンケートからの分析

・事後実施する小学部職員の記述を分析し考察
する
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【表３】検証計画の内容と方法

４ 授業実践及び実践結果の分析と考察

（1) 手だての試案を取り入れた授業実践の概要

ア 対象

岩手県立盛岡聾学校小学部４年、６年、６年特別学級（男子２名 女子１名 計３名）

イ 授業実践の期間

平成18年10月11日～19日

ウ 単元名「聞き方、話し方名人になろう」（全５時間）

単元目標「取り上げた場面の状況を把握し、適切な聞き方、話し方ができる」

【表４】四つの態度のチェックリスト
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エ 単元の指導計画

次 時 題材名(実施日） 学習活動 指導上の留意点

ねらい

ちがいに気付くかな ・買い物のビデオを見て ・始めにロール・プレイングをする買
(10/11) 何の場面かを話す い物場面のモデルを提示する

・興味・関心をもたせるために、近所
・買い物の二通りのビデ の店で教師らの買い物をビデオ撮影

買い物の二通りのビ オを見比べて違いを話 をする
１ １ デオを見て、 四つ す ・適切と不適切なモデルを見て、違い

の態度に気付くこと を話すようにし、話すのが難しい児
ができる ・四つの態度をまとめる 童には、画面の指さしや模倣を促す

ようにする
・違いが四つの態度であることをまと
め、四つの態度を紙板書で提示する

買い物できるかな ・本時のめあてをもつ ○ ・振り返りシートに、自分のめあてを
(10/12) 記入し、発表するようにする

・買い物場面の役割やセ ・セリフは短く、分かりやすいことば
リフを知る ○ を用い、状況毎に全てのシナリオカ

買い物場面のロール・ ードを提示し、セリフを読むように
プレイングをとおし する

２ て、四つの態度を意 ・児童同士で店員と客の ・ロール・プレイング中にセリフが分
識してコミニケーシ ロール・プレイングを ○ からないときは、シナリオカードを
ョンを行うことがで する 見るように促す
きる ・教師と一緒に聞き取れ ・聞き取れない、伝わらないときの役

ない、伝わらないとき 割はT2が大げさに行い、再質問やマ
のロール・プレイング ○ ナーができるようにする
をする

・自己評価を記入し、感 ・振り返りシートの記入の仕方を教え
想を発表する ○ 自分のめあてを振り返るようにする

Let'sボウリング ・本時のめあてをもつ ○ ・振り返りシートで、前時のめあてを
(10/17) 確認してから、めあてを記入する

・ボウリング場面の役割 ・シナリオカードは役割毎に色分けし
場面が変わっても やセリフを知る ○ 分かりやすいことばで提示する

２ 四つの態度を使い、 ・状況毎にセリフを読むようにする
コミュニケーショ ・児童同士で基本のシナリ ・ロール・プレイング中にセリフが分

３ ンを行うことがで オでロール・プレイン ○ からないときは、シナリオカードを
きる グをする 見るように促す

・不適切な状況を教師も ・投球、報告、記録の不適切な状況を
加わってロール・プレ T2が演示し、傾聴、再質問、マナー、
イングをする ○ 伝達を意識してロール・プレイング

をするようにする
・自己評価を記入し、感 ・自分のめあてや振り返りシートを手
想を発表する ○ がかりに感想を発表させ、本時の学

習を振り返るようにする

なっとく朝の会 ・本時のめあてをもつ ○ ・振り返りシートで、前時のめあてを
(10/18) 確認してから、めあてを記入する

・朝の会場面の先生、日 ・シナリオカードは、状況毎（挨拶、
直、保健係の役割と日 ○ 係から、先生の話）の写真カードと

自ら四つの態度を 直のセリフを知る 日直のセリフカードを提示し、セリ
使って、コミュニ フを読むようにする

４ ケーョンを行うこ ・児童同士で、役割を交 ・ロール・プレイング中に、四つの態
とができる 代しながらロール・プ 度が実行できていない場合は、その

レイングをする 場で何ができていないのかを気付か
せる。再度、ロール・プレイングを
するようにする

・自己評価を記入し、感 ・自分のめあてや振り返りシートを手
想を発表する ○ がかりに感想を発表させ、本時の学

習を振り返るようにする

学習のまとめをしよう ・今までの振り返りシー ・今までの振り返りシートを整理し、
(10/19) トの自己評価をまとめ ○ 自分や友達の成果を感じとるように

る する
これまでの学習を ・学習したことをビデオ ・今までのロール・プレイングをビデ
振り返り、四つの で振り返る オで見せ、四つの態度に注目させ、

３ ５ 態度の大切さに気 ・今までのロール・プレイ 自分だけでなく、友達の活動も見る
付くことができる ングの学習についての感 ように視点を示す

想を発表する ・学習してきた四つの態度を日常生活
で実行できるよう賞賛し、意欲付け
をするようにする

振

り

返

り

シ

ー

ト

シ

ナ

リ

オ

カ

ー

ド

場

面

の

選

定

買

い

物

場

面

ボ

ウ

リ

ン

グ

場

面

朝

の

会

場

面
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オ 第１次から第３次の授業実践の概要
第１時（第１次）「ちがいに気付くかな」の授業実践の概要

学習活動 教師の支援 児童の発言・行動の様子

導

入

展

開

終

末

Ａ児：「○先生は、お茶とカレーを買って

ました」
Ｂ児：「○川で買い物してました」

Ｃ児：「○先生はガムを買ってました」

Ａ児,Ｂ児,Ｃ児：「○先生駄目だよ」
Ｂ児：笑いながら、ビデオを見る。

ビデオの割り込んで話すモデルを
模倣する

Ｃ児：「駄目だよ」と割り込んで話すモ

デルを模倣する

Ａ児：自信がある表情で「でき

ます」

Ｂ児：自信がある表情でうなず

く

Ｃ児：笑顔で「上手にできると

思うよ」

Ａ児：「○先生が買い物してる。いち

ごあるね」と画面を注視する。
Ｂ児：「○川」と店の名前を言う。笑い

ながらビデオを見る。
Ｃ児：奇声を上げる。買い物している

先生の名前を全員言う。「お菓子
見て」と友達に話しかける。

Ａ児：「あ～挨拶していない」と悔し

そうな表情をする
Ｂ児：悔しそうな表情をする
Ｃ児：「こんにちは、言ってないね」

Ａ児：「○先生はお金を払っていませ
ん。歩く方向が違います。△先

生は、何も買っていません」
Ｂ児：再質問の場面を立ち上がって画

面を指さしする

Ｃ児：Ｔ１に促されて、再質問の場面
を指さしする

「あ～だからガム買えません」

Ａ児,Ｂ児,Ｃ児：紙板書を見ながら
全員で四つの態度
を音読する

ビデオを見て、違いを見つける

買い物のビデオを見て、誰が、どこで、何をしている
ビデオかを話す

買い物の二通りの様子をビデオで見比べて、違いを話す

四つの態度をまとめる

■「違いが分かるかテストするよ」と教師が鼻をかむ動作をすること
で違いについて確認する。ビデオで違いを見つけることを確認する

■興味・関心をもたせるために、近所の店で、小学部の先生が買
い物をするシナリオとした。また、ビデオの内容は伏せておく

■児童に何の場面かを質問する。「何のビデオでしたか？」

■「買い物で話すときの順番を守っていないね。割り込んで話して
いるね」と話が終わってから話す「マナー」を確認する

■違いを話すようにし、児童の気付きを黒板に板書し、受け止め
るようにする。一つの違いはすぐでてきたので、他にもあるこ
とを示唆し、再度ビデオを繰り返し見せる
Ｂ、Ｃ児には画面を指さしするように促す

■「お店に入るところをよく見て下さい」と挨拶を返していない
箇所に注目するようにし、「マナー」を確認する

■「○先生困っているよ、どうして？」「店員をよく見て話を聞い
ていないと、金額が分からず買い物ができない」と「傾聴」を
確認する

■「店員の話が分からないとき、○先生は誰に聞いている？△先
生に聞いているね。店員に聞かなければ一人では買い物でき
ないね」と「再質問」と「伝達」を確認する

■単元名「聞き方、話し方名人になろう」を紙板書で提示し、単
元での学習は、四つの態度を学習することの見通しをもたせる

■四つの態度ができないと、一人では買い物できないことを確認
し、児童に分かりやすいことばで、四つの態度を「よく見て、
よく聞く」「分からないときは質問する」「ルールを守って話す」
「自分で話す」とまとめ、紙板書で提示する。
四つの態度を音読する

次時の学習の見通しをもつ

■「買い物一人でできるかな？店員を見てお話できますか？」

■
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第２時（第２次）「買い物できるかな」授業実践の概要

学 習 活 動 教師の支援 シナリオカード 構成要素から見た児童
の発言・行動の様子

導

入

展

開

終

末

Ｃ児（客）「こんにちは」
Ｂ児（店員）「いらっしゃいませ」
Ｃ児（客）「パンと柿下さい」

Ａ児：「自分で話すを頑張る」
Ｂ児：「自分で話すのを頑張ります」

Ｃ児：「自分で話すを頑張る」

じゃんけんで始めに行う役を決めた
Ａ児：見る人、Ｂ児：店員、Ｃ児：お客

Ａ児,Ｂ児,Ｃ児：シナリオカードを見な

がら全員で店員と客のセ
リフを順番に読む

＜マナー＞

Ａ児,Ｂ児,Ｃ児：話す順番を間違えたり
同時に話したりするの
で、シナリオカードを見
て確認する

Ａ児：「あ～そうだった」と間違いに気
付き、順番に話す

＜再質問＞
Ａ児：困った表情をし、自分でシナリオ

カードを見て「分かりません、も
う１回お願いします」と言う

Ｂ児：カードを見て「分かりません、も
う１回お願いします」と自信をも
って言う

Ｃ児：「分かりません、もう１回お願い
します」と言う

＜伝達＞

Ａ児,Ｂ児,Ｃ児：授業者やＴ２を介せず
自分でシナリオカードを
見て話す

＜マナー、傾聴＞
Ａ児：カードを自分で見て「違います、

パンとケーキ下さい」と指文字を

併せて訂正する
Ｂ児：カードを自分で見るが、違います

と言わずに「ケーキとリンゴ下さ
い」と言う

Ｃ児：「違う、パンとケーキ下さい」と
手話と指文字を併せて訂正する

＜マナー＞
Ａ児,Ｂ児,Ｃ児：「違います」の訂正で

きたことを賞賛されて、
嬉しそうな表情をし、全

員で「違います」を読む

つ

か

む

分

か

る

活

用

す

る

Ｔ（客）下を向いて「パンとケーキ
を下さい」

Ｃ児（店員）「分かりません、もう
１回お願いします」

Ａ児：「ルールを守って話すのが難しか
った。自分で話すが楽しかった
です。Ｂ君は自分で話す、Ｃさ

んはルールを守って話すのが上
手でした」

Ｂ児：「Ａ君は上手でした。よそ見はあ
りません」

Ｃ児：笑顔で「Ａ君は上手でした」

■

買い物場面のロール・プレイングをすることを知り、
四つの態度のどれを頑張るのかを発表する

■学習課題を掲示し、「四つの態度のどれを頑張るのか考えて下さい」
と問いかけ、本時のめあてを発表するようにする

買い物場面のシナリオを知る
状況毎にセリフを読んで確認する

■シナリオカードを、入店、注文、会計、退店毎に提示する
「お客と店員になってもらいます」「皆でセリフを読みましょう」
「セリフが分からないときは、黒板や店員の机のカードを見まし
ょう」「始めに、店員とお客をやる人を話し合って決めて下さい」

役割を決めてロール・プレイングをする

■話す順番を間違えた時やセリフが分からないときは、Ｂ児に対し
てシナリオカードを見るように声がけやカードを指さしする

注文で聞き取れない場合を先生対児童でロール・プレ
イングをする

注文で伝わらない場合を先生対児童でロール・プレ
イングをする

■「四つの態度はできましたか？」「振り返りシートにまとめましょ
う」Ｂ児とＣ児は教師と一緒に振り返るようにする

■Ｔ２が下を向いたり、横を向いたりして注文をする客を演示する
再質問ができた児童を賞賛する

■Ｔ２が聞き間違いをする店員を演示する
訂正することができた児童を賞賛する

振り返りシートに記入し、感想を話す

■再質問の「分かりません、もう１回お願いします」のセリフカー
ドを確認する

■訂正の「ちがいます、～と～です」のセリフカードを黒板に提示
し、確認する
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Ｔ（並べる係）９本倒れたのに
「４本倒れました」

Ａ児,Ｃ児：「違います、９本です」

第３時（第２次）の「Let'sボウリング」授業実践の概要

学習活動 教師の支援 シナリオカード 構成要素から見た児童の
発言・行動の様子

導

入

展

開

終

末

Ａ児：「四つとも頑張る」友達の発表を
注目し聞いている

Ｂ児：「よく見て、よく聞く、質問する

を頑張る」友達の発表を注目し聞
いている

Ｃ児：「よく見て、よく聞く、質問する

ルールを守って話すを頑張る」

シナリオカードの写真を見て「○先生
だ」「あれは 誰？」と質問したり、教

え合ったりする
Ｂ児：役割のカードを見て「僕は、スコ

ア係が分かりません」と質問する

Ａ児：笑顔で「四つできました」
Ｂ児：「二つ頑張るのをできました。楽

しかったです。スコア係が難しか
ったです」

Ｃ児：「できた」

＜傾聴＞
Ａ児：相手の顔を見て話し、聞いていた

Ｂ児：教師が声がけをすると、相手の顔
を見て話し、聞いていた

Ｃ児：Ｔ２の声がけにより、相手の顔を
見て話し、聞いていた

＜再質問＞
Ａ児：シナリオカードを見ないで自分で

再質問する
Ｂ児：教師が声がけをすると、シナリオ

カードを見てから「分かりませ
ん」と言う

Ｃ児：Ｔ２の声がけで「分かりません、
もう１回お願いします」と言う

＜マナー＞

Ａ児：大きな声でセリフを言い直しＴ２
の演示にすぐ「違います、駄目で
す９本です」と言う

Ｂ児：Ｔ２の演示を見て、不適切なこと

ばを言う
Ｃ児：怒りながら、「違います、９本で

す」自分が間違ったときセリフカ
ードをT2と一緒に見て「ごめんな

さい」と言う

＜伝達＞

Ａ児：教師を介することなく、Ｃが聞こ
えなくても、大きな声でセリフを
話すことができた

Ｂ児：シナリオカードを見て、自分でセ

リフを話すことができた
Ｃ児：セリフの省略があったがＴ２を介

することなく、自分で話すことが
できた

Ａ児,Ｃ児：賞賛され、嬉しそうな表情を

する

つ

か

む

分

か

る

活

用

す

る

■

ボウリング場面のロール・プレイングをすることを知
り、四つの態度のどれを頑張るのか、振り返りシート
に記入し、発表する

振り返りシートに記入し、感想を話す

■「ボウリングで四つの態度はできましたか？」「自分のめあてがで
きたか振り返りシートにまとめましょう」

■前時のめあてを確認してから本時のめあてを振り返りシートに記
入し、発表するようにする「買い物のめあてはみんな同じだった
ね」

ボウリング場面のシナリオを知る
状況毎にセリフを読んで確認する

■シナリオカードを、投球、報告、記録の順に提示をする
役割の説明をし、セリフと動きを確認する

■「ボウリングで四つの態度ができるかを学習しました。ボウリン
グだけでなく、ドッチボールや縄跳びでも四つの態度は大事だよ」

役割を決めて、ロール・プレイングをする

■役割を確認し、シナリオをとおして児童同士
でボウリングを行いどの役割も経験するよう
にする

児童同士でロール・プレイングをする

■Ｔ２が投球の不適切な演示をする（合図をしないで勝手に投げる）
間違った時の「ごめんなさい」セリフカードを提示し確認する

■Ｔ２が報告、記録の不適切な演示をする
（倒れた数と違う報告や記録をする）

■セリフを省略し「何本？」と話すので、シナリオカードを見る
ように促す

■大きな声で、自分から言い直しができた児童を賞賛する

教師のロール・プレイングを見て、ロール・プレ
イングをする



役割を交代してロール・プレイングをする
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第４時（第２次）の「なっとく朝の会」授業実践の概要

学習活動 教師の支援 シナリオカード 構成要素から見た児童の
発言・行動の様子

導

入

展

開

終

末

Ａ児：「よく見て、よく聞く、質問する

ルールを守って話すを頑張る」
Ｂ児：「四つとも頑張る」
Ｃ児：「よく見て、よく聞く、ルールを

守って話す、自分で話すを頑張

る」

＜傾聴＞
話が終わる最後まで注目し、うなずいて
話を聞くことができた

＜再質問＞
Ａ児：Ｃ児（先生役）の話が分からず、

困った表情をし、教師の方を見て

から「分かりません、もう１回
お願いします」と言う

Ｂ児：Ａ児が「分かりません、もう１回
お願いします」と言うのを見てか

ら「分かりません、もう１回お願
いします」と言う

＜伝達＞
Ａ児：Ｃ児（先生役）の話が分からず、

困った表情をし、教師に確認しよ
うとする

Ｂ児：困った表情をし、教師に確認しよ
うとする

＜再質問＞＜伝達＞

声がけや指示をしなくても、自分が話の
内容が分かるまで再質問していた

＜マナー＞
話を最後まで聞いてから、話していた。

相手が分かるようにゆっくり話したり、
指文字や手話を使って話す姿が見られた

Ａ児：「朝の会おもしろかった」

Ｃ児（先生）「２時間目に劇の練習が体
育館であります。ホールに集まって下さ
い」

Ａ児（保健係）「Ｃさん、元気ですか」
Ｃ児（先生）「はい、元気です」

全員で「今日は１０月１８日水曜日、天
気は晴れです」と提示していないセリフ
を言う

つ

か

む

分

か

る

活

用

す

る

＜傾聴＞
真剣な表情で、友達の顔や口を注視し、

何を話しているのかを聞いている

Ａ児：話が難しかったです。自分で話す
のが楽しかったです

Ｂ児：笑うのは駄目です。僕は日直を話

しました。楽しかったです
Ｃ児：先生楽しかったです。また楽しみ

です。難しかったです

■

朝の会場面のロール・プレイングをすることを知り、
四つの態度のどれを頑張るのか、振り返りシートに記
入し、発表する

振り返りシートに記入し、感想を話す

■「朝の会で自分のめあてができたか振り返りシートにまとめまし
ょう」

■前時のめあてを確認してから本時のめあてを振り返りシートに記
入し、発表するようにする

朝の会場面のシナリオを知る
状況毎に日直のセリフを読んで確認する

■シナリオカードを挨拶、係からの報告、先生の話の順に提示する
セリフカードは日直のセリフを中心に提示する
先生のセリフを長くし、写真カードは、Ａ、Ｂ児の朝の会の写真
を用いた

■「明日は、聞き方、話し方の学習のまとめをします」

役割を決めて、ロール・プレイングをする

■「再質問」や「伝達」ができていないので、ロール・プレイング
を中断し、提示している四つの態度のどれができなかったかを確
認してから、再度ロール・プレイングをする

■児童同士でロール・プレイングをすることを確認する

■先生役の児童が話すとき、ゆっくり話し、口が見えるように話す
ことを確認する
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第５時（第３次）「学習のまとめをしよう」の授業実践の概要

学習活動 教師の支援 児童の発言・行動の様子

導

入

展

開

終

末

Ａ児：「Let'sボウリングがおもしろか

ったです。四つの態度はできま
した。Ｂはルールを守っていま
せんでした。Ｃは失敗はないと

思います」とゆっくり話す。友
達の発表のときは注目する

Ｂ児：「買い物は、パンとケーキを下
さいと話すのが楽しかったで

す。ボウリングは転がす人が楽
しかったです。朝の会で、笑う
のは駄目です。日直が楽しかっ
たです」と友達の顔を見ながら

話す
Ｃ児：「買い物のお話できました。朝

の会では先生が楽しかったで

す。また楽しみです。話すのが
難しかったです」とゆっくり話
す

友達が発表するときは、顔を向け、注目

して聞いていた。
発表の時、振り返りシートを見ながらゆ
っくり話していた

Ａ児：「ボウリング楽しかったです。転
がす人がおもしろかったです」

Ｂ児：「買い物、ボウリング、朝の会三

つ楽しかった」
Ｃ児：「自分で話すのが楽しかった。三

つ楽しかっかったです」

Ａ児：自分の四つの態度ができていると

ころを見てうなずく。「Ｂはルー

ル守っていないよ」

Ｂ児：Ａが画面に出ると立ち上がり、画

面を指さす。ボウリングになると

顔をこすりながら笑う。自分の話

すマナーが守られていない点を

「もう１回見る」と言う

Ｃ児：Ａの再質問ができている場面を見

て手を叩く。自分の再質問ができ

ている点を見てうなずき微笑む。

三人が相手の顔を見ていない場面

を見て「駄目だよ」と大きな声を

出す

姿勢を正して、Ｔ２に注目する
Ｔ２の話をうなずきながら聞く

嬉しそうに賞状をもらい、自分が
もらった賞状を見ている

今までの学習のまとめをすることを確認する

今までの振り返りシートを整理し、感想を簡単に発表
する

学習のまとめをする

■今までの学習である買い物、ボウリング、朝の会を想起するよう
にする

■買い物、ボウリング、朝の会で記入した振り返りシートで四つの
態度についての自己評価を整理し、今までの学習の感想を発表す
るようにする

■感想を発表するときや聞くときも四つの態度を意識付ける

■三つの場面で、四つの態度ができている点やできていない点をビ
デオにまとめ、ビデオを見るときの視点を示す。児童が分かりや
すいように、ビデオにテロップを入れてまとめる
「三つをビデオにまとめました。四つの態度が本当にできている
かな。お友達はできているかな、見てみましょう」

■ビデオを見てから、自分だけでなく友達についても感想を発表
するようにする
Ａ児は友達についても感想を発表するようにする
Ｂ児、Ｃ児は、友達の感想を聞いたり、教師と一緒に考えて
簡単に感想を話すようにする

■Ｔ２に、今までの学習を振り返っての児童の良い点や頑張った
点について話すようにする

■一人一人、四つの態度で頑張った点を「○○名人」として賞賛
する

■

今までのロール・プレイングをビデオで振り返る

ビデオを見て感想を発表する

■感想を発表するときや聞くときも四つの態度を意識付ける
友達の感想が分からないときは質問するように促す
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(2) 実践結果の分析と考察

ア 第１時(第１次）の授業の分析と考察

第１時の「ちがいに気付くかな」では、教師が、買い物の適切なモデルと不適切なモデル

の二通りをビデオで提示した。児童は、店の名前を自発的に話したり、教師の不適切な行動

を笑ったり、「駄目だよ」と発言する姿が見られた。これは、近所の店で、身近な教師達が

買い物をしていることから、興味・関心をもちながら違いを見つけることができたと考える。

二通りのビデオの違いから、買い物では、店員をよく見て、話を聞かないと金額が分からな

くて困ることや、他人を頼ると一人では買い物ができないこと、挨拶をされても挨拶を返さ

ない、割り込んで話すマナーの悪さなど、どんな態度のどんなところが悪いのか具体的に分

かり、コミュニケーションにおいては、四つの態度が大切であるということに気付くことが

できたと考えられる。また、「買い物のとき、一人で店員を見てお話できるかな」という問

いかけに、児童らの自信をもった表情で「できる」との発言から、次時の買い物のロール・

プレイング学習への期待と見通しをもつことができたと考えられる。

しかし、「伝達」にかかわる不適切なモデルの提示が、教師同士の演示であったため児童

には分かりにくいという点もあった。

イ 第２時(第２次）の授業の分析と考察

第２時の「買い物できるかな」では、「つかむ」段階で、店員と客のセリフを始めから終

わりまで全員で読むことで役割毎のセリフを理解することができた。「分かる」段階では、

セリフが分からずとまどう児童や話す順番を間違う児童も見られたが、シナリオカードを見

るように声がけや指示することで、それぞれの役割のセリフをスムーズに話すことができる

ようになり、相手をよく見て、話を最後まで聞いてから話す姿が見られるようになった。

また、「活用する」段階では、買い物場面で、意図的に再質問や訂正のシナリオを教師と

一緒にロール・プレイングをすることで、聞き取れない、伝わらない状況を体感し「分かり

ません、もう１回お願いします」と再質問することや「違います」と訂正することができた。

これは、シナリオカードで、再質問や訂正のことばを提示していることや教師と一緒にロー

ル・プレイングをしたことが有効に働いていると考えられる。

振り返りで、Ａ児の「ルールを守って話すのが難しかった」との感想から、ルールを守っ

て話そうとする意識が高まったと考える。Ｂ、Ｃ児の「Ａ君は上手でした」との感想や振り

返りシートで四つの態度を「よくできた」「一人でできた」と評価しているのは、お互いが

四つの態度を意識しながら、買い物場面の状況を把握し、スムーズにコミュニケーションす

ることができたと考える。

ウ 第３時(第２次）の授業の分析と考察

第３時の「Ｌｅｔ'ｓボウリング」では、「分かる」段階で、相手をよく見て、正しく話す
ことができなかったり、相手の合図を確認しないで次の行動に移ったりする児童が見られた。

しかし、シナリオカードに注目するよう指示することで、自分の間違いに気付き、お互いに

顔を見て話し、聞き取れなかったときには「分かりません、もう１回お願いします」と再質

問する姿が見られた。また、次ページ【資料１】の第３時の授業記録に示すように、「活用

する」段階では、教師の不適切なモデルを見て、児童は即座に「違います」と訂正し、ルー

ルやマナーを守って話すことができた。これは、意図的なシナリオを教師が演じることと、

前時に行った訂正のロール・プレイングの学習が効果的に働いているためであると考えられる。
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また、振り返りで、Ｂ児の「転がす人が楽し

かった。スコア係が難しかった」との感想から

ボウリングは意欲をもって取り組むことができ

たが、スコア係の得点を書いて「交代しましょ

う」というセリフを話してから行動する「マナ

ー」の難しさを感じているためと思われる。こ

れらのことから、「傾聴」「再質問」「マナー」「伝

達」を意識して行動しようとする意欲が高まっ

てきたと考える。

エ 第４時(第２次）の授業の分析と考察

第４時の「なっとく朝の会」は、これまで二つの場面の発展的な学習である。「つかむ」

段階では、シナリオカードで保健係や先生のセリフは提示せず、写真カードと日直のセリフ

カードを中心に提示し、児童同士でロール・プレイングをすることを確認した。

「分かる」「活用する」段階では、シナリオカードで提示しなくても、自分で考えた役割

に応じたセリフを話したり、演技したりする姿が見られた。これは、朝の会は日常の学校生

活で毎日経験していることから朝の会の場面の状況を把握することができ、スムーズに役割

に応じたコミ

ュニケーショ

ンができたた

めであると考

えられる。し

かし、【資料２】

に示すように、

先生役の児童

が話をする場

面で、聞いて

いる側の児童が、教師を介して意図を確認しようとする姿が見られた。しかし、「伝達」に

気付かせることにより、自分で再質問をし、先生役の児童が何を話しているのかを理解する

まで再質問することができた。「伝達」することを実感する良い機会になったと思われる。

また、「分かりません」と言われた先生役の児童は、聞く側の児童に分かるように口形が見

えるようにゆっくり話したり、指文字や手話を併せながら話したりして、コミュニケーショ

ン手段を活用する姿が見られた。これは、相手の立場で聞いたり、話したりする態度が身に

付いてきたためであると考えられる。

また、振り返りで、「先生や日直が楽しかった」「また、楽しみです」という振り返りシ

ートの記述から、ロール・プレイングを取り入れた学習が児童の意欲や関心を引き出し、学

習に対する期待をもっていることが分かる。

オ 第５時（第３次）の授業の分析と考察

「学習のまとめをしよう」では、今までのロール・プレイングを取り入れた学習をビデオ

で振り返り、再質問やマナーを守って話している場面を見て、うなずいたり、手を叩いたり

する姿が見られた。また、友達や教師の不適切な場面がビデオで映し出されると、その児童

【資料２】第４時の授業記録

 場面

先生役の児童が話をしているとき

　　　　　　　〈１回目〉　　　　　　　 〈３回目〉

 A児

保健係

教師に困った表情を見せる。その後自発的

に「分かりません、もう１回お願いします」

と言う

自分が分かるまで再質問のことばを話し、手を

挙げ「分かった」と言う

 B児

 日直

A児が始めに「分かりません、もう１回お願

いします」と言うのを聞いてから、「分か

りません」と言う

自分が分かるまで再質問のことばを話し、「分

かりました」と言う

 C児

先生役

皆に口形が見えないように「今日の２時間

目は、体育館で劇の練習があります。ホー

ルに集まって下さい」と早口に話す

口形が見えるようにゆっくり話し、指文字や手話

を併せながら話す

場面 教師（受け手）がピンが９本倒れたのに「４本

倒れました」と報告を間違えたとき

A児 すぐ、教師のところにかけより「違います、９

本だよ」と指で９を表しながら言う

B児 教師の「４本倒れました」と言うのや、友達が

訂正しているのを注視している

C児 教師のところに行き、怒りながら「違います」

と言って指で９を表す

【資料１】第３時の授業記録
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の名前を言い、指さししながら「駄目だ

よ」と発言する姿も見られた。これは、

ビデオを見ることで、お互いが四つの態

度ができていたかを振り返ることができ

たためであると考えられる。

感想発表では、振り返りシートを見な

がら「買い物やＬｅｔ'ｓボウリング、朝
の会が楽しかった」という場面の感想や

Ａ児の「転がす人がおもしろかった」Ｂ

児の「日直が楽しかったです」Ｃ児の「朝

の会では先生が楽しかったです」という

役割の感想があった。これらの感想から

場面の状況を把握することで相手とかか

わり合いながらコミュニケーションをす

ることを楽しんだことが分かる。

【表５】は、第２時から第４時までの

ロール・プレイング後の、振り返りシー

トによる自己評価をまとめたものである。

【表５】からは、「できた」というＡ、Ｂの評価が多いことが分かる。Ａ児の振り返りシ

ートから「傾聴」を頑張って取り組んだと思われる。「再質問」については朝の会の場面で

教師を介して再質問したため評価が低くなったと思われる。Ｂ児の振り返りシートから、「傾

聴」「伝達」を頑張って取り組んだと思われる。Ｃ児の振り返りシートから、「傾聴」「マナ

ー」を頑張って取り組んだと思われる。しかし、Ｃ児が、ボウリングの場面の「傾聴」の項

目で、評価が「あまりできなかった」と低いのは、ボウリングという動きが多いことと早く

ボウリングをしたいという気持ちから相手の話を聞かないで行動するなど教師の支援を受け

ることが多かったためと考えられる。

学習のまとめとして、ビデオや振り返りシートを見ながら単元全体を振り返ることで四つ

の態度の大切さを確認することができた。児童一人一人の学習に対する頑張りを表彰するこ

とで、日常生活においても四つの態度が実行できるように意欲付けをし、学習を終えること

ができたと思われる。

(3) コミュニケーション能力の育成状況について

コミュニケーション能力の育成状況について前述の検証計画に基づいて、授業実践前と授業

実践後に四つの態度のチェックリストでの変容と実践記録ビデオ、授業実践後担任や副担任の

感想から、分析と考察を行った。

ア 「傾聴」の変容状況について

「傾聴」の変容状況ついての結果を次ページ【表６】に示す。

５項目中３項目について、どの児童もできる項目が増え変容が見られた。これは、教師に

促されなくても自発的にできる項目や少しの促しですぐ反応できる項目が増えているという

結果を示している。

【表５】振り返りシートによる児童の自己評価

  買い物 ボウリング   朝の会

A

児

傾 聴 　　Ａ　 Ｂ 　　Ａ

再質問 　　Ｂ　 　　Ａ 　　Ｂ

マナー 　　Ｂ 　　Ｂ 　　Ｂ　

伝 達 　　Ｂ 　　Ｂ 　　Ｂ

B

児

傾 聴 　　Ｂ   　Ｂ 　　Ａ

再質問 　　Ａ 　　Ａ　 　　Ｂ

マナー 　　Ｂ 　　Ｂ 　　Ｂ

伝 達 　　Ｂ 　　Ａ 　　Ａ

C

児

傾 聴 　　Ｂ 　　Ｄ 　　Ａ

再質問     Ｂ     Ｂ     Ｂ

マナー     Ｂ     Ｂ     Ａ

伝 達 　　Ａ     Ｂ 　　Ｂ

「注」Ａ児とＢ、Ｃ児の振り返りシートの評価項目は以下のとお
りである

　Ａ児　　：Ａ よくできた　　　　　Ｂ だいたいできた
　　　　　　Ｃ あまりできなかった　Ｄ できなかった
　Ｂ、Ｃ児：Ａ 一人でできた　　　　Ｂ 教えてもらってできた
　　　　　　Ｃ 先生と一緒にできた  Ｄ あまりできなかった



　Ａ児 　　　　　　Ｂ児 　　　　　　Ｃ児

事前 事後 A児の担任の感想 事前 事後 B児の担任の感想 事前 事後 C児の担任の感想

話者の話を聞き取れないときは表

情で表す

 Ａ  Ａ どうして、なぜの

問いが多い

 Ｂ  Ａ 質問が分からな

いときや返答が

できないときに

「分かりませ

ん」と言えるよ

うになってきた

 Ｂ  Ａ 声がけで促した

り、話し方のモ

デルを提示した

りするとできる

ようになった

状況によるが

「もう１回」と

聞き返してくる

ようになった

話者の話を聞き取れないときはこ

とばで聞き返す

 Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｃ  Ｂ

話者の話の意味が分からないとき

は表情で表す

 Ｂ  Ａ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ

話者の話の意味が分からないとき

はことばで再質問する

 Ｂ  Ｂ  Ｃ  Ｃ  Ｃ  Ｂ

「注」A 自らできる B 促されてできる C 教師の支援があればできる D 支援があっても難しい

　Ａ児 　　　　　　Ｂ児 　　　　　　Ｃ児

事前 事後 A児の担任の感想 事前 事後 B児の担任の感想 事前 事後 C児の担任の感想

話者の方に体を向けて話を聞く  Ｂ  Ｂ 促しですぐ話者

に集中できるよ

うになった

 Ｂ  Ａ 話者を意識する

ことが増えてい

る

 Ｂ  Ａ 小集団では話者を

よく注視すること

が増えている
話者の表情を見る  Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ａ

話者の口元を見る  Ｂ  Ａ  Ｂ  Ａ  Ｂ  Ｂ

話者が話終わるまで注視する  Ｃ  Ｂ  Ｃ  Ｂ  Ｂ  Ｂ

話者を見てうなずきながら聞く  Ｂ  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｂ  Ａ

「注」A 自らできる B 促されてできる C 教師の支援があればできる D 支援があっても難しい
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授業実践前は、話者を最後まで注視しなかったり、体を向けて聞かなかったりして、教師

に促されている児童の姿が多く見られた。実践後は、教師の少しの促しですぐ相手を最後ま

で注視している場面や教師に促されなくても相手を注視し体を向けて話を聞く姿が見られた。

【表６】授業実践前と実践後の「傾聴」の変容状況

また、担任や副担任から、「促しですぐ話者に集中できるようになった」「話者を意識す

ることが増えている」との感想をいただいた。これは、傾聴する態度を意識しながら、買い

物、ボウリング、朝の会の三つの場面で、役割に応じたロール・プレイングをすることが有

効に働き、相手のことを注視し、話を聞く態度が身に付いてきたためであると考えられる。

これらのことから、「傾聴」はおおむね育成されたと考える。

イ 「再質問」の変容状況について

「再質問」の変容状況についての結果を【表７】に示す。

【表７】 授業実践前と実践後の「再質問」の変容状況

結果はどの児童も伸びの変容が見られた。しかし、「話者の話の意味が分からないときは

ことばで再質問する」項目は、Ａ、Ｂ児とも変容が見られなかった。これは、聞き取れない

ために、話の意味が分からないことが多いからと推察される。Ｃ児は、聴力レベルが他児と

比べ良好なため、聞こえない、分からないときは、教師の促しですぐ再質問できるようにな

ったと推察される。

また、Ａ児の担任の「どうして、なぜの問いが多くなった」との感想から、Ａ児は、話者

の話をよく聞き、話の内容を理解しているため、「どうして、なぜ」という問いかけができ

るようになったと思われる。Ｂ児の担任の「分かりませんと言えるようになってきた」やＣ

児の担任の「状況によるが聞き返しが見られる」との感想から、チェックリストでは、こと

ばで再質問することに大きな伸びが見られなかったが、買い物、ボウリング、朝の会の三つ

の場面での授業で再質問をする意図的なシナリオを用い、繰り返しロール・プレイングする



　Ａ児 　　　　　　Ｂ児 　　　　　　Ｃ児

事前 事後 A児の担任の感想 事前 事後 B児の担任の感想 事前 事後 C児の担任の感想

話を最後まで聞いてから話す  Ｃ  Ｂ 質問や意見があ

るときなど唐突

に話すことが少

なくなった

 Ｂ  Ｂ ルールを提示す

ると、意識して

話すことができ

るようになった

 Ｃ  Ｂ 注意されるとマ

ナーを守って話

すようになった

最後まで聞くこ

とを指示すれば

聞くことができ

るようになった

質問を最後まで聞いてから応答する  Ｂ  Ｂ  Ｃ  Ｂ  Ｂ  Ｂ

その時の状況に合った話をする  Ｃ  Ｂ  Ｃ  Ｂ  Ｃ  Ｃ

質問の内容に合った応答をする  Ｃ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ｂ

話者が違うことを話したら訂正する  Ｂ  Ａ  Ｃ  Ｂ  Ｃ  Ｂ

話者が分かるように言い直しする  Ｂ  Ｂ  Ｃ  Ｃ  Ｃ  Ｃ

話者が分かるまで繰り返し話す  Ｂ  Ｂ  Ｃ  Ｂ  Ｃ  Ｂ

話者に合ったことば遣いで話す  Ｃ  Ｃ  Ｄ  Ｄ  Ｄ  Ｄ

「注」　A 自らできる B 促されてできる C 教師の支援があればできる D 支援があっても難しい
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ことが有効に働いたため、自らがもっているコミュニケーション手段であることばや手話、

指文字を活用しながら、ことばで再質問できるようになってきたと考えられる。

これらのことから、ことばで確実に再質問するためには教師の支援が必要であるものの聞

き取れない意味が分からないときは表情で表したり聞き返しが見られるようになったことか

ら、「再質問」はおおむね育成されたと考える。

ウ 「マナー」の変容状況について

「マナー」の変容状況についての結果を【表８】に示す。

【表８】 授業実践前と実践後の「マナー」についての変容状況

「話を最後まで聞いてから話す」「その時の状況に合った話をする」二つの項目で三人中

二人が伸びの変容を示したのは、買い物、ボウリング、朝の会の三つの場面の授業において、

シナリオカードを提示することで、状況に合ったコミュニケーションを行うことができたた

めと考える。つまり、シナリオカードを活用することで相手の話し始めや話の終わりが分か

り、相手の話が終わってから話すロール・プレイングが有効に働いていることによるものと

考える。

また、「話者が違うことを話したら訂正する」「話者が分かるまで繰り返し話す」の二つ

の項目で伸びの変容が目立つのは、買い物、ボウリング、朝の会の三つの場面での授業で意

図的にシナリオを組み、繰り返しロール・プレイングをしたことが有効に働いたためと考える。

しかし、「話者が分かるように言い直しする」の項目で変容が見られなかったのは、聞こ

えないときは大きな声で話したり、ゆっくり分かるように指文字や手話を使って話したりす

る児童がいたものの、対象児全員に言い直しのロール・プレイングを十分に繰り返し行うこ

とができなかったためだと思われる。「話者に合ったことば遣いで話す」についても、買い

物と朝の会の二つの場面の授業で挨拶は扱ったものの、話者に合わせたことば遣いよりも話

す順番を意識させたロール・プレイングが多かったため評価が低いと考えられる。今後は、

児童の発達段階を踏まえながら、取り出した場面の状況での言い直しや話者に合ったことば

遣いを基にしたロール・プレイングをすることが必要であると考える。

また、担任、副担任からそれぞれの児童について「唐突に話すことが少なくなった」「ル

ールを提示するとできる」「指示をするとできる」という感想をいただいた。これは、ロー

ル・プレイングの学習が有効に働き、マナーやルールを守って話すことができるようになっ

てきていると考えられる。少しの促しでルールを守って話すことができるようになってきて

いることから、「マナー」の育成にはルールを提示するなどの教師の支援が必要で、十分に



小 学 部 職 員 の 感 想

・視覚的情報処理が優位である児童には有効だと思う
・ロール・プレイングは場面の状況のイメージをもちやすいことで本校では有効である（中学部・高等部
でも活用している）
・身近な日常生活場面を取り上げての指導であれば、意欲をもってロール・プレイングに参加できると思
う。今回は５時間であったが、年間を通しての継続した指導が必要であると思う
・生活経験が乏しく、人とのかかわりが少ない児童にとってロール・プレイングを取り入れた指導はとて
も有効だと感じます。指導後は実際場面でも使えるような校外学習など設定しても良いと感じました

　Ａ児 　　　　　　Ｂ児 Ｃ児

事前 事後 A児の担任の感想 事前 事後 B児の担任の感想 事前 事後 C児の担任の感想

話を聞き取れないときは話者に直
接聞き返す

 Ｂ  Ｂ 気持ちを入れて
話すようになっ
た

 Ｂ  Ｂ 聞き手が待つ姿勢
を保つと自分で話
す場面が増えてい
る

 Ｃ  Ｂ 話すことよりも
行動で示すこと
が多い

話の意味が分からないときは話者
に直接たずねる

 Ｂ  Ｂ  Ｃ  Ｃ  Ｃ  Ｂ

「注」　A 自らできる B 促されてできる C 教師の支援があればできる D 支援があっても難しい
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指導することで定着していくと考えられる。

これらのことから、「マナー」は、教師の支援が必要であるが、おおむね育成されたと考

える。

エ 「伝達」の変容状況について

「伝達」の変容状況についての結果を【表９】に示す。

【表９】 授業実践前と実践後の「伝達」の変容状況

C 児以外は変容が見られなかった。買い物、ボウリング場面では、教師を介することもな
く、自分で伝える姿が見られた。しかし、朝の会場面で、児童は、先生役の児童に直接聞か

ず、教師に分からないことを表情で示し、教師を介して聞こうとする姿が見られた。これは、

先生役のセリフをシナリオカードとして提示していないことや、児童同士のロール・プレイ

ングであったため、児童が話すのを正しく聞かなければならない状況であったためと考えら

れる。自分で話すように促すと、その後は教師を介して聞こうとする姿は見られなかった。

これは、自分で「伝達」することをロール・プレイングをとおして実感できたためと考える。

また、Ｂ児の担任からの「聞き手が待つ姿勢を保つと自分で話す場面が増えている」との

感想は、教師が支援する際の姿勢を示唆しており、すぐ支援するのではなく待つ姿勢が大切

であり、児童は、時間はかかるものの自分で伝えようとする意識が高まっていると考えられ

る。

これらのことから、「伝達」は、教師の支援が必要であり、さらに十分な指導が必要であ

るが、おおむね育成されたと考える。

以上のことから、「傾聴」「再質問」「マナー」「伝達」四つの構成要素は教師の支援が必要

な要素も見られるが、おおむね育成状況に高まりが見られた。

(4) 場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導に対する小学部職員の意識

場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導について、授業実践後、小学

部職員の感想を【資料３】にまとめ、分析を行った。

【資料３】場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導に対する感想

【資料３】によると、場面の選定や視覚的な手だて、ロール・プレイングを取り入れて指導

を行うことについて前向きな感想をいただいた。これは、身近な生活の中から場面を取り出し、

状況毎のシナリオカードを活用することにより、児童はロール・プレイングをする上で必要な
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情報を視覚的に理解でき、その結果、取り出した場面の状況を把握することができ、スムーズ

にコミュニケーションを行うことができたためと考えられる。また、「身近な日常生活場面を

取り上げての指導であれば、意欲をもってロール・プレイングに参加できると思う」との感想

から、身近な生活の中から三つの場面を取り出したことやシナリオカードを活用し、ロール・

プレイングをすることは小学部職員に有効な手だてであることが認識されたと考える。一方、

児童のコミュニケーション能力を高めるためには、今後十分に繰り返しロール・プレイングを

することができるような指導時間や実際場面での発展的な指導が必要であると思われる。

以上の(2)~(4)の分析と考察から、聾学校小学部の自立活動において、身近な生活の中から
興味・関心がもちやすい場面を取り出し、シナリオカードと振り返りシートを活用しながら、

場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導を行うことは、児童のコミュニ

ケーション能力を育てることに有効であったと考える。

５ 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導に関するまとめ

これまで、手だての試案に基づく授業実践を行い、授業実践の分析と考察をとおして、その有

効性を考えてきた。その結果から、明らかになったことは次のとおりである。

(1) 聾学校小学部の自立活動の時間において、四つの態度である「傾聴」「再質問」「マナー」「伝

達」を意識してロール・プレイングをすることは、繰り返し体験的に学習することができ、児

童のコミュニケーション能力を高めることに有効であった。

(2) ロール・プレイングにおいて、身近な生活の中から場面の選定や配列の観点に沿って三つの

場面を取り出したことは、発達段階の違う児童が、自分の経験から想起し、興味・関心をもち、

体験的に学習を進めることに有効であった。

(3) シナリオカードである写真カードとセリフカードを提示し、視覚的に状況を確認することは、

取り出した場面の役割やセリフが分かったり、自分の間違いに気付いたりすることができ、児

童の興味・関心を持続させながら、スムーズにロール・プレイングを進めることに役立った。

(4) 振り返りシートをロール・プレイングの授業の導入、終末において活用することで、児童に

四つの態度のめあてをもたせ、振り返るという活動が定着し、四つの態度を意識してロール・

プレイングをするのに役立った。

(5) ロール・プレイングにおいて、１単位時間につき１場面を設定し、指導の展開を三つの段階

で進めて、繰り返し行うことは、身に付けさせたい態度を焦点化するのに役立った。

以上のことから、聾学校小学部の自立活動において場面の状況の把握を促すロール・プレイン

グを取り入れた指導を行うことは、児童のコミュニケーション能力を育てるために効果があると

考える。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

本研究は、場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導をとおして、コミュニ

ケーション能力を育てる指導について明らかにし、聾学校小学部の自立活動の指導の充実に役立て

ようとするものであった。その結果、成果として次のことが得られた。

１ 研究のまとめ

(1) 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導についての基本構想

の立案
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聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導の基本的な考え方と

して、コミュニケーション能力を構成する態度を「傾聴」「再質問」「マナー」「伝達」の四つ

ととらえた。また、場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の意義やロ

ール・プレイングの場面の選定や配列の観点を明らかにし、シナリオカードや振り返りシート

を活用した指導の展開を構想し、研究の基本構想を立案することができた。

(2) 基本構想に基づく実態調査及び調査結果の分析と考察

基本構想に基づき、場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導を行うに

当たり、調査対象となる児童の実態調査を実施した。調査結果から、手だての試案作成にかか

わる留意点においては、聞くときや話すときの態度面での指導が必要であること、発達段階に

応じた手だてが必要であること、経験したことのある場面や身近な生活場面から場面を取り出

す必要があることを明らかにすることができた。

(3) 基本構想に基づく手だての試案の作成

基本構想及び実態調査から明らかになった手だての試案の作成上の留意点を基にして、場面

の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の手だての試案を作成することがで

きた。

(4) 授業実践及び実践結果の分析と考察

場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた指導の手だての試案に基づいた授

業実践を行った。授業実践の分析と考察により、手だての試案が「傾聴」「再質問」「マナー」

「伝達」の育成を図る上で有効であることが確認できた。

(5) 聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導に関する研究のまと

め

聾学校小学部の自立活動におけるコミュニケーション能力を育てる指導について、成果と課

題を明らかにすることができた。

２ 今後の課題

本研究を今後さらに生かすための課題として、次のようなことが考えられる。

(1) 自立活動の年間指導計画に態度面での指導内容を取り入れ、計画的に指導できる工夫をする

こと

(2) 学校生活や日常生活全体の中でも四つの態度を大切にしてコミュニケーションを行うことが

できるように指導を工夫していくこと

(3) これからも、場面の状況の把握を促すロール・プレイングを取り入れた授業実践の中で検討

を重ね、シナリオカードや振り返りシートの手だての充実を図ること

〈おわりに〉

長期研修の機会を与えてくださいました関係諸機関の各位並びに所属校の諸先生方と児童のみな

さんに心から感謝申し上げ、結びの言葉といたします。
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